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　今年も積善山の桜をご覧になられましたか。一回見
たら一年寿命が伸びる、というこの三千本桜、天女が
自分の羽衣を置き忘れたと勘違いしても仕方ありませ
んよね。
　西行法師のように「願わくは花のもとにて春死なむ
その如月の望月の頃」というわけにはいかないかもし
れませんが、「ソローキンの見た桜」のように生きる
よろこびを与えてくれることは確かなようです。
このような美しい花の姿が、どうして身体に能動的な
好影響を及ぼすのか、そのメカニズムはいまだに解明
されていないのですが、動物と植物の間には相互扶助
作用があるのかもしれません。
　花を観ることによって人間が幸せになれるのなら、
みんなでもっともっとたくさんの花を植えたほうがい
いと思いませんか。上島町には「花の島構想」という
ものがありますが、植栽計画や管理方法なども含めた
植物には欠かせない長期戦略が構築されていません。
植物は生育環境の適否で成長も管理も全く異なったも

のになります。日照水利、土壌、通風等々諸条件を十
分検討したうえでの全体植栽計画を立てることで、
後々の成育管理コストも大きく変動します。
　これはある意味で子育てにも似ていると思います。
長い時間と手間暇をかけてやっと美しい花を見せてく
れる、気の遠くなるような作業の連続です。
　一方で、花の命は短くて苦しきことのみ大かりき、
とも言われますが、花の姿は人々の心の中に生き続け
るものではないでしょうか。だからこそ、積善山の桜
も観た人に感動を与え、それが長生きにつながってい
るのではないかと推測しています。
　みなさんもご自分の生活空間の周りに少しずつ花を
植えてみませんか。それはきっと、みなさんの心の豊
かさに結びついて、経済的な面よりも大きな恩恵をも
たらしてくれるかもしれませんよ。
　本当の花の島構想とは、みんなの心の中に花を育て
ていくことかもしれませんね。あなたの心にも一輪の
花を咲かせてみませんか。

今月の表紙

　４月８日(月)、魚島小学校では新入
生の横井壮輔くんを迎え、３年ぶりの
入学式が行われました。元気で楽しい
学校生活を送ってくださいね。
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